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特定医療法人明徳会　佐藤第一病院広報誌

特定医療法人 明徳会 佐藤第一病院は、
１．患者さまの尊厳を守り、地域に密着した質の高い医療を目指します。
１．たえず医療水準の向上に努め、チーム医療を推進します。

理　　念

１．わたしたちは、専門スタッフがそれぞれの役割を分担し、患者さまを
中心にしたチーム医療を行います。

１．わたしたちは、患者さまご家族との信頼関係を大切にし、満足して頂
けるように人格形成をはじめ、知識、技術の向上に努めます。

１．わたしたちは、病院職員としての誇りと責任を持って、他の医療機関、
施設との連携をすすめます。

１．わたしたちは、よりよい医療を提供するために、相互啓発し魅力ある
職場づくりを目指します。

あ す か が わ

理　　念

運営方針

　わたしたちは、患者さまの以下の権利
を尊重し、納得と同意に基づいた医療を
行います。

１．個人の尊厳を尊重します。
２．最善の医療を受ける権利を尊重し
ます。

３．医療に関して知る権利を尊重します。
４．プライバシーが守られる権利を尊重
します。

５．自分自身の治療等について自分で
決定する権利を尊重します。

理　　念患者さまの権利

日本医療機能評価機構
認定第 JC901号

撮影：リハビリテーション部　植村 圭助
大分県宇佐市：和間神社の銀杏



は
じ
め
に

　

皆
さ
ん
、
高
血
圧
と
い
う
言
葉
は
日

常
で
も
良
く
耳
に
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

「
う
ち
の
お
父
さ
ん
上
が
高
く
て
…
」、「
私

は
下
が
高
い
の
が
良
く
な
い
ら
し
い
の
」。

上
と
下
の
話
題
も
良
く
出
て
き
ま
す
が
、

そ
も
そ
も
血
圧
っ
て
何
で
し
ょ
う
？

　

血
圧
と
は
、
血
液
の
圧
力
に
よ
っ
て

血
管
の
壁
が
押
さ
れ
る
力
の
こ
と
で
、

心
臓
か
ら
送
り
だ

さ
れ
る
（
心
臓
が

縮
む
時
）
血
液
の

量
と
、
末
梢
血
管

の
緊
張
の
度
合
い

（
血
管
抵
抗
）
を

指
し
て
い
ま
す
。

　

心
臓
が
縮
ん
だ

時
に
は
、
血
液
が
送
り
だ
さ
れ
、
血
管

に
高
い
圧
力
が
か
か
り
ま
す
。
こ
れ
が

収
縮
期
血
圧
（
最
大
血
圧
）
で
す
。

　

反
対
に
、
血
液
を
送
り
だ
し
た
心
臓

が
拡
張
し
て
、
肺

な
ど
か
ら
血
液
を

吸
い
込
み
ま
す
。

こ
の
と
き
血
圧
は

最
も
低
く
な
り
、

こ
れ
を
拡
張
期
血

圧
（
最
小
血
圧
）

と
言
い
ま
す
。

　

高
血
圧
と
い
う
の
は
、
血
圧
が
高
い

と
い
う
症
状
の
一
つ
で
す
。
安
静
時
の

血
圧
が
、
繰
り
返
し
測
っ
て
も
正
常
よ

り
高
い
状
態
を
い
い
ま
す
。
血
圧
は
運

動
し
た
り
、
寒
暖
の
差
等
で
も
上
昇
し

ま
す
が
、
一
時
的
に
血
圧
が
上
昇
し
た

場
合
は
高
血
圧
と
は
呼
び
ま
せ
ん
。

　

高
血
圧
に
な
る
と
、
血
管
に
余
分
な

圧
力
が
か
か
る
た
め
、
血
管
の
内
側
の

壁
が
傷
つ
い
た
り
柔
軟
性
が
無
く
な
っ

た
り
し
て
「
動
脈
硬
化
」
を
起
こ
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

　

高
血
圧
を
放
置
し
て
い
る
と
動
脈
硬

化
を
促
進
し
、

脳
卒
中
や
心
疾

患
、
ま
た
慢
性

腎
臓
病
な
ど
の

病
気
が
起
き
る

可
能
性
が
高
く

な
り
ま
す
。
そ

知って得する医療Navi

ほっておけない！
仮面高血圧症
　　　～自分で測る・知る・
　　　　　予防するのススメ

内科医師　藤井　郁夫

● 患者さまへメッセージ ●
些細な事でもお気軽にご相談下さい

高
い
圧
力

収縮期血圧
（最大血圧）

拡張期血圧
（最小血圧）

低
い
圧
力

高
い
圧
力

収縮期血圧
（最大血圧）

拡張期血圧
（最小血圧）

低
い
圧
力

悪
循
環
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の
た
め
早
期
か
ら
の
高
血
圧
の
予
防
、

管
理
が
と
て
も
大
切
に
な
り
ま
す
。

高
血
圧
の
２
つ
の
基
準

　

病
院
で
血
圧
を
測
っ
て
高
い
・
低
い

と
診
断
す
る
の
は
日
本
高
血
圧
学
会
が

定
め
る
基
準
に
よ
り
ま
す
。
同
学
会
で

は
病
院
で
医
師
や
看
護
師
が
測
る
血
圧

を
「
診
察
室
血
圧
」、
家
庭
で
測
る
血
圧

を
「
家
庭
血
圧
」
と
分
け
、
基
準
値
も

別
に
設
け
て
い
ま
す
。

　

診
察
室
血
圧
の
基
準
で
は
、
収
縮
期

血
圧
１
４
０m

m
H
g

以
上
、
か
つ
拡
張

期
血
圧
90m

m
H
g

以
上
が
高
血
圧
と
診

断
さ
れ
ま
す
。

　

家
庭
血
圧
の
基
準
は
収
縮
期
血
圧

１
３
５m

m
H
g

以
上
、
か
つ
拡
張
期
血

圧
85m

m
H
g

以
上
と
さ
れ
、
診
察
室
血

圧
よ
り
低
め
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
つ
の
基
準
の
違
い
は
、
測
定
す
る

環
境
・
心
身
の
状
態
が
違
う
こ
と
に
起

因
し
て
い
ま
す
。
従
来
、
血
圧
は
外
来

で
測
定
す
る
血
圧
が
正
し
い
と
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
病
院
や
ク
リ
ニ
ッ

ク
な
ど
は
多
く
の
方
が
行
き
た
く
な
い

場
所
で
あ
り
、
緊
張
や
不
安
か
ら
正
常

と
は
違
う
状
態
と
い
え
ま
す
。

　

一
方
、
家
庭
で
は
安
定
し
た
状
態
で

測
定
し
ま
す
の
で
、
低
め
の
値
が
出
や

す
く
な
り
ま
す
。

仮
面
高
血
圧
っ
て
何
？

　

こ
れ
ま
で
血
圧
は
診
察
室
血
圧
が
正

し
い
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
家
庭
血

圧
計
の
普
及
に
伴
い
、「
病
院
で
は
正
常

だ
っ
た
の
に
、
家
庭
で
測
っ
た
ら
高
い

ん
で
す
」
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と

が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

外
来
で
は
正
常
血
圧
な
の
に
、
職
場

や
自
宅
な
ど
普
段
の
生
活
に
お
い
て
高

血
圧
状
態
が
続
く
症
状
を
、「
正
常
血
圧

の
仮
面
を
つ
け
た
高
血
圧
」
と
い
う
意

味
で
「
仮
面
高
血
圧
」
と
呼
び
ま
す
。

　

本
来
、
高
血
圧
症
と
診
断
さ
れ
治
療

が
必
要
な
状
態

で
す
。
し
か
し
、

検
査
時
や
診
察

時
に
血
圧
が
安

定
し
て
い
て
、
症

状
が
発
見
し
に

く
い
と
い
う
特

徴
が
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
診
察
時
の

血
圧
が
低
い
？

　

仮
面
高
血
圧
を
発
見
し
に
く
い
要
因

は
様
々
で
、
タ
イ
プ
も
早
朝
高
血
圧
、

昼
間
高
血
圧
、
夜
間
高
血
圧
と
時
間
帯

等
も
異
な
り
ま
す
。

　

見
落
と
さ
れ
や
す
い
状
況
と
し
て
は
、

①
普
段
自
宅
や
職
場
な
ど
で
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
て
い
る
方
が
、
病
院
に
来
て

ス
ト
レ
ス
か
ら
解
放
さ
れ
る
た
め
、

診
察
室
で
は
血
圧
が
低
く
な
る
。

②
喫
煙
す
る
方
は
、

喫
煙
中
は
血
圧
が

上
が
り
ま
す
が
、

病
院
で
は
禁
煙
の

た
め
一
時
的
に
血

圧
が
降
下
し
て
正
常
に
見
え
る
。

③
高
血
圧
の
方
は
１
日
１
回
、
朝
方
に

血
圧
を
下
げ
る
薬
（
降
圧
剤
）
を
飲

む
こ
と
が
多
い
た
め
、
昼
間
病
院
で

測
る
時
に
は
血
圧
が
下
が
っ
て
い
る
。

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

仮
面
高
血
圧
の
タ
イ
プ

●
早
朝
高
血
圧

　

早
朝
の
血
圧
が
高
く
な
る
タ
イ
プ

で
、
目
覚
め
の
少
し
前
か
ら
自
律
神

経
の
バ
ラ
ン
ス
が
変
化
す
る
こ
と
や
、

朝
飲
ん
だ
薬
の
効
果
が
早
朝
に
弱
ま

知って得する医療Navi

ほっておけない！
仮面高血圧症
　　　～自分で測る・知る・
　　　　　予防するのススメ

診察室血圧

家 庭 血 圧

収縮期血圧

140

135

拡張期血圧

90

85
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る
こ
と
も
血
圧
上
昇
の
理
由
と
予
測

さ
れ
ま
す
。

●
昼
間
高
血
圧
（
ス
ト
レ
ス
高
血
圧
）

　

職
場
高
血
圧
と
も
い
わ
れ
、
職
場

や
家
庭
で
の
ス
ト
レ
ス
に
敏
感
に
反

応
す
る
タ
イ

プ
で
す
。

　

肥
満
や
家

族
に
高
血
圧

の
方
が
い
る

患
者
さ
ん
に

多
く
み
ら
れ

る
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

●
夜
間
高
血
圧

　

睡
眠
中
も
血
圧
が
下
が
ら
な
い
タ

イ
プ
。

　

通
常
、
健
康
な
人
で
は
睡
眠
時
の

血
圧
は
日
中
に
比
べ
て
10
％
以
上
低

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
自
律
神
経
の

働
き
に
影
響
す
る
病
気
（
脳
卒
中
、

糖
尿
病
、
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
）

の
あ
る
方
や
、
腎
臓
の
働
き
が
低
下

し
た
方
、
昼
間
強
い
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
て
い
る
方
な
ど
は
夜
も
血
圧
が
下

が
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

早
期
の
診
断
が
大
切
で
す

　

日
本
高
血
圧
学
会
の
「
高
血
圧
治
療

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
２
０
１
４
」
で
は
、
血

圧
が
正
常
範
囲
に
あ
る
方
の
10
％
〜

15
％
が
仮
面
高
血
圧
と
さ
れ
、
高
血
圧

治
療
中
で
血
圧
が
正
常
範
囲
内
で
あ
る

方
の
30
％
が
治
療
中
仮
面
高
血
圧
で
あ

る
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

未
治
療
の
方
も
治
療
中
の
方
も
、
仮

面
高
血
圧
が
怖
い
の
は
、
高
血
圧
が
原

因
と
な
る
病
気
を
発
症
す
る
可
能
性
が

高
血
圧
症
患
者
さ
ん
と
同
程
度
に
高
い

こ
と
で
す
。

　

仮
面
高
血
圧
の
方
は
、
心
臓
の
肥
大

や
動
脈
硬
化
、
無
症
状
で
も
脳
血
管
障

害
な
ど
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
多
く
、

心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
を
発
症
す
る
リ
ス

ク
が
高
血
圧
の
方
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い

と
い
う
調
査
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　

家
庭
血
圧
を

測
り
ま
し
ょ
う

　　

仮
面
高
血
圧
を
発
見
・
予
防
し
、
総

合
的
な
健
康
管
理
を
行
う
た
め
に
、
家

庭
の
普
段
の
生
活
の
中
で
血
圧
測
定
を

始
め
て
く
だ
さ
い
。

　

家
庭
で
の
血
圧
測
定
は
、
昼
と
夜
、

１
日
２
回
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
血
圧
は

夜
間
に
上
昇
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、

朝
晩
に
測
定
す
る
こ
と
で
「
仮
面
高
血

圧
」を
発
見
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

血
圧
は
短
期
間
の
測
定
で
判
断
せ
ず
、

継
続
的
に
毎
日
測
定
・
記
録
し
、
血
圧

の
変
化
を
把
握
す
る
事
が
重
要
で
す
。

日
付
・
時
刻
・
血
圧
、
そ
の
日
の
室
温
や

体
調
な
ど
も
記
録
し
て
お
く
と
、
医
療

機
関
受
診
の
際
に
も
大
変
役
立
ち
ま
す
。

※
測
り
方
に
つ
い
て
５
ペ
ー
ジ
で
詳
し

く
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

仮
面
高
血
圧
は
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、

40
代
の
働
き
盛
り
の
方
に
も
増
え
て
い

ま
す
。
家
庭
の
み
で
な
く
職
場
に
も
血

圧
計
の
備
え
が
あ
れ
ば
、
ス
ト
レ
ス
の

影
響
度
を
自
分
で
知
る
こ
と
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
減
塩
、
１
日
30
分
程
度

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど

を
取
り
入
れ
、
生
活
習
慣
を
改
善
す
る

こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。
こ
の
よ
う

な
生
活
習
慣
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
家

庭
血
圧
が
常
に
正
常
値
を
超
え
て
い
る
、

朝
も
し
く
は
夜
に
正
常
値
を
超
え
る
と

い
う
状
態
が
１
カ
月
続
い
た
場
合
は
医

師
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

高さの調節には
クッションや
タオルなどを
腕の下に敷くと
簡単です。

・カフは指が一本入る程度のきつさで巻く
・薄手のシャツ、または半袖シャツで
・エア管が腕の中心に来るように巻く
・カフが肘にかからないようにして巻く

・背筋を伸ばして椅子に座る
・カフの位置を心臓の高さに合わせる
・腕に力を入れない

①起床後１時間以内
②トイレをすませる
③お薬を飲む前
④朝食を食べる前
⑤椅子に座り、１～２分安静にして
から測る

①寝る前
②椅子に座り、１～２分安静後
③食事や入浴、飲酒のあと30分は測
定を避ける

参
考
資
料　

日
本
高
血
圧
学
会

「
高
血
圧
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
２
０
１
４
」
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高さの調節には
クッションや
タオルなどを
腕の下に敷くと
簡単です。

・カフは指が一本入る程度のきつさで巻く
・薄手のシャツ、または半袖シャツで
・エア管が腕の中心に来るように巻く
・カフが肘にかからないようにして巻く

・背筋を伸ばして椅子に座る
・カフの位置を心臓の高さに合わせる
・腕に力を入れない

①起床後１時間以内
②トイレをすませる
③お薬を飲む前
④朝食を食べる前
⑤椅子に座り、１～２分安静にして
から測る

①寝る前
②椅子に座り、１～２分安静後
③食事や入浴、飲酒のあと30分は測
定を避ける
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1
mon

2
tue

3
wed 4

thu

5
fri

画像：株式会社日本ケミファさんの血圧手帳より

測定日、朝と夜の
測定時刻を記載する

服薬をしたか、しなかったかを記録
○：服薬した　×：服薬しなかった

脈拍数を記入する

症状などがある場合は、
日付と内容を記載して
下さい。

同じ時間帯にできるだけ 2回測定
し、すべての血圧を記載する
（最大と最小どちらも）

血圧を結んで、グラフにすると
変化が分かりやすくなります。
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輝いているスタッフを紹介します！

ズームアップ！

　

従
来
、
気
管
吸
引
は
医
療
行
為
で
あ
る
た

め
、
医
師
も
し
く
は
看
護
師
が
実
施
し
て
い

ま
し
た
が
、
厚
生
労
働
省
に
よ
る
チ
ー
ム
医

療
推
進
の
観
点
か
ら
、
病
院
で
適
切
な
研
修

を
実
施
し
、
研
修
を
受
け
た
も
の
に
限
り
、

平
成
22
年
4
月
よ
り
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

職
種
（
以
下
�
リ
ハ
職
）
で
あ
る
、
理
学
療

法
士
・
作
業
療
法
士
・
言
語
聴
覚
士
に
も
気

管
吸
引
の
行
為
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
当
院
で
も
リ
ハ
ビ
リ
の

訓
練
に
よ
り
排
出
さ
れ
て
き
た
痰
を
「
す
み

や
か
に
」「
効
果
的
に
」
除
去
す
る
た
め
に
、

「
気
管
吸
引
は
療
法
士
が
実
施
で
き
る
行
為
」

と
位
置
づ
け
ま
し
た
。

　

当
院
で
は
リ
ハ
職
が
安
全
に
気
管
吸
引
を

す
る
た
め
に
、
経
験
豊
富
な
看
護
師
の
下
、

教
育
・
研
修
・
試
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
「
感
染
予
防
策
や
気
管
吸
引

方
法
の
座
学
」
と
「
デ
モ
機
を
使
用
し

た
気
管
吸
引
の
実
技
」
な
ど
で
す
。
認

定
に
際
し
て
は
、
感
染
対
策
や
吸
引
の

手
順
・
方
法
が
適
切
で
あ
る
か
、
実
際

の
場
面
で
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

普
段
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ
て
い
る
中
で
、

看
護
師
が
痰
を
吸
引
し
て
い
る
場
面
を

多
々
見
て
き
て
い
た
た
め
、
す
ぐ
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
安
易
に
考
え
て
い
ま
し
た
が
、

実
際
に
行
っ
て
み
る
と
見
え
な
い
と
こ
ろ
で

チ
ュ
ー
ブ
を
操
る
こ
と
の
難
し
さ
、
短
時
間

で
し
っ
か
り
と
す
べ
て
の
痰
を
吸
引
す
る
こ

と
の
難
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

喀
痰
等
の
吸
引
は
、
患
者
さ
ま
の
呼
吸
状

態
の
安
定
や
窒
息
に
よ
る
身
体
状
態
の
悪
化

を
予
防
す
る
た
め
に
必
要
な
行
為
で
は
あ
り

ま
す
が
、
口
や
鼻
か
ら
チ
ュ
ー
ブ
を
入
れ
ら

れ
る
と
き
に
は
患
者
さ
ま
に
負
担
が
か
か
り

ま
す
。
患
者
さ
ま
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
減

し
、
短
時

間
で
確
実

に
痰
を
吸

引
で
き
る

よ

う

に
、

今
後
も
自

分
自
身
の

技
術
・
知

識
を
深
め

て
い
き
た

い
で
す
。

リハビリ職員の
吸引手技認定者

言語聴覚士
南　　雄大
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輝いているスタッフを紹介します！

ズームアップ！

　

認
定
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
ト
レ
ー
ナ
ー
は
、

病
棟
で
ト

※

ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
が
難
し
い
ケ
ー
ス

に
対
し
て
、
実
技
ま
た
は
補
助
具
の
使
用
等

を
ス
タ
ッ
フ
に
提
案
し
、
ス
タ
ッ
フ
が
安
全

に
患
者
さ
ま
の
移
乗
介
助
を
行
え
る
よ
う
に

な
る
よ
う
指

導
・
支
援
す

る
ス
キ
ル
を

有
す
る
と
院

内
で
認
定
さ

れ
た
ス
タ
ッ

フ
で
す
。

　

当
院
で
は

一

定

の

知

識
・
技
術
の

習
得
を
目
指

し
、
独
自
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
け
て
い
ま
す
。
受
験

ま
で
に
は
研
修
会
を
３
回
受
講
し
、
各
自

で
実
技
の
練
習
を
行
い
ま
す
。

　

受
講
後
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
は
、「
患
者
さ

ま
の
身
体
の
つ
く
り
を
意
識
す
る
よ
う
に

な
り
、
簡
単
に
寝
返
り
の
支
援
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
」、「
難
し
い
が
う
ま
く
い
っ

た
時
は
効
率
よ
く
で
き
る
」
と
前
向
き
な
意

見
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
移
乗
動
作
は
「
ベ
ッ
ド
か
ら
車
い

す
へ
患
者
さ
ま
を
移
す
」
と
い
う
概
念
か
ら
、

「
患
者
さ
ま
の
能
力
を
引
き
出
し
な
が
ら
、

移
動
を
誘
導
す
る
（
ガ
イ
ド
）」
と
い
う
概

念
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
患
者
さ
ま
の
正
常
な
動
き
を
理
解
し
た

り
、
力
学
的
な
要
素
も
加
え
な
が
ら
、
患
者

さ
ま
を
誘
導
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
認
定
で
は
、
患
者
さ
ま
の
正
常
な

動
き
を
座
学
や
実
技
で
体
験
し
、
脳
卒
中
等

の
疾
患
に
起
因
す
る
問
題
、
体
格
差
が
あ
る

際
の
環
境
調
整
、
物
品
を
使
用
し
て
の
移
乗

動
作
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
を
行
い
、
現
場
で
の
問
題
を
解

決
で
き
る
よ
う
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
移
乗
に
関
す
る
現
場
の
問
題
を

ス
タ
ッ
フ
に
助
言
で
き
、
安
全
な
移
乗
動
作

を
支
援
・
推
進
で
き
る
ト
レ
ー
ナ
ー
を
目
指

し
、
さ
ら
に
学
び
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

※
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー

移
乗
動
作
。
車
い
す
か
ら
便
座
、
浴
槽
、
ベ
ッ

ド
な
ど
へ
の
移
乗
を
い
い
ま
す
。

認定トランスファー
トレーナー
介護福祉士

家近　巧貴

●
研
修
テ
ー
マ

第
１
回　

ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
ガ
イ
ド
の
考
え
方
と

　
　
　
　

動
作
支
援
の
た
め
に
必
要
な
正
常
運
動

　
　
　
　

の
理
解

第
２
回　

ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
ガ
イ
ド
の
実
際

第
３
回　

ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
ガ
イ
ド
の
困
難
事
例

　
　
　
　

の
対
応
法
（
環
境
調
整
と
用
具
の
活
用
）

●
試
験
内
容　

筆
記
試
験
、
実
技
、
口
頭
試
問
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　リハビリスタッフが自宅を訪問して、自宅や自宅周囲でリハビリを行い
ます。
　病気やケガによって体の動きが悪くなると、ご本人やご家族は自宅での
生活に多くの不安を感じます。それを少しでも解消できるように利用者の
身体の状態や自宅の環境に合わせた支援を行っています。当院では現在 3
人のスタッフで訪問を行っています。

1 2

3 4

行い

での
者の
在 3

日常生活活動
（食事・整容・更衣・トイレ・入浴・歩行など）
及び
日常生活関連動作
（家事・掃除・洗濯など）が自宅で行えるよ
うにリハビリを行います。

介護者へ動作や介助方法を伝達しながらリ
ハビリを行います。
実際の生活場面で実施するため、利用者や
介護者もわかりやすく安心です。
また、介護者の支援として負担の軽減や小
さな変化にもすぐに対応しています。

身体や病状に合わせた住宅改修や福祉用具
を提案します。

自宅で出来る運動の提案や、病前に行って
いた活動が再び出来るようにリハビリを行
います。

●当院から訪問できる地域
宇佐市全域
（安心院町・院内町も含む）

●営業
　月～金曜日　8：30～ 17：30
　定休日は土・日曜日、年末年始、GW

●訪問リハビリ利用頻度と時間
　頻度：週１～３回
　時間：40分又は60分
　（週に利用出来る時間の上限があります）

GW

膠原病は難しいといったイメージ
を持たれがちですが、お気軽に受
診下さい。

毎週 金曜日 9：00～ 17：00

　主治医へご相談下さい。

主治医の先生へご相談頂き、受診
の必要があると判断された際は、
医療機関の方から当院：地域医療
連携室へ予約のお電話をして頂く
ようお願い致します。
　地域医療連携室直通
　TEL0978-34-9322

当院医事課受付へご相談下さい。

膠原病内科　尾崎　貴士
　膠原病とは、免疫の異常によって全身に様々な異常を引き起こ
す「自己免疫性疾患」です。膠原病といっても、細かく分類する
と数十種類にも及ぶ病気が含まれており、一つの病気の名前では
ありません。代表的な病気としては、あちこちの関節が腫れて痛
む関節リウマチ（通称：リウマチ）が最も患者さんの数が多く、
聞いたことがある方も多いかと思います。

　関節リウマチ、全身性エリテマトーデス、強皮症、血管炎
症候群など、膠原病全般の治療を行っております。膠原病の
治療は関節リウマチをはじめ近年著しい進歩がみられてお
り、数ある治療選択肢の中から個々の患者さんに合わせた治
療を提供できるよう、努めております。
　膠原病は全身の様々な臓器に症状が出現しますので、必要に応じて他の診療科の
先生と連携して診療にあたることができるのも当院の良い点かと思います。膠原病
専門の常勤医がいる病院での入院治療が必要な際には、大分大学附属病院をはじめ
総合病院と連携して治療にあたっております。

●発熱が長く続く　　　　　　　　●全身の関節があちこち腫れて痛む
●起床後に手のこわばりが続く　　●寒い日に指の色が白や紫に変わる
●検診などで膠原病の疑いがあると言われた

膠原病外来
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ のご紹介

●
●
●

外来紹介
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外来担当医一覧表

午　前

午後・専門外来 完全予約制

完全予約制

●午前受付時間 11：00まで
診療科目 曜日 金木水火月

●午後診察時間 14：00～17：00
予約のない方は受付しておりませんのでご注意下さい。専門外来はすべて予約制です。受診を希望される方は、受付窓口にご相談下さい。

予約のない方は受付しておりませんのでご注意下さい。
受診を希望される方は、受付窓口にご相談下さい。午前・専門外来

診療科目 曜日 金木水火月

診療科目

診療科目 曜日 金木水火月

内　
　
　

科

糖 尿 病 外 来
生活習慣病外来
肝 臓 内 科
呼 吸 器 内 科
神 経 内 科
もの忘れ外来
膠 原 病 外 来

脳 神 経 外 科
消化器外科・肛門科
消化器・乳腺外科
放 射 線 診 断 科

――
――
――
――

西江　　信
――
――
交代

宮﨑　信彦
――

佐藤　仁一

――
千葉政一（大分大学）

――
――
――
――
――

中原　成浩
――
――

佐藤　仁一

――
――

本田浩一（大分大学）
平井　一弘
［筋電図検査］

――
――

山田　清文
――

広瀬　宣明
佐藤　仁一

藤井　郁夫
――
――

平井　一弘
――
――
――

中原　成浩
――

広瀬　宣明
佐藤　仁一

岡本光弘（大分大学）
――
――
――

西江　信（第２･４外来）
西江　信（第1･3･5外来）
尾崎貴士（大分大学）

――
――
――

佐藤　仁一

大森　　薫
姜　　正広
――
――

広瀬　宣明
中原　成浩
佐藤　仁一

吉田加奈子
平井　一弘
藤井　郁夫
――

広瀬　宣明
中原　成浩
佐藤　仁一

大森　　薫
平井　一弘
藤井　郁夫
（大分大学）
――
交代

佐藤　仁一

大森　　薫
姜　　正広
藤井　郁夫
宮﨑　信彦
――

中原　成浩
佐藤　仁一

――
西江　　信
――

――
――
――

片岡晶志（大分大学）
――
――

――
――
――

――
――

尾崎貴士（大分大学）

内視鏡担当医

曜日 金木水火月

吉田加奈子

吉田加奈子
大森　　薫

大森　　薫
姜　　正広

姜　　正広

久松　朱里
吉田加奈子
久松　朱里
吉田加奈子

広瀬　宣明
吉田加奈子
吉田加奈子
大森　　薫

大森　　薫

大森　　薫

午　　　前

午　　　後

内　　　科（１診）
内　　　科（２診）
内　　　科（３診）
消化器外科・肛門科
消化器外科・乳腺外科
脳 神 経 外 科
放 射 線 診 断 科

整 形 外 科
神 経 内 科
膠 原 病 外 来

～平成27年10月１日現在の外来体制です～

＜ご注意＞お電話での受付は行っておりません。

外来担当医一覧表の受付時間以
外のご紹介につきましては、地
域医療連携室へご連絡下さい。

直通TEL 

FAX 

　今回は仮面高血圧症をご
紹介しました。測る環境・
条件を整えるのは少々面倒
かもしれませんが、慣れて
くるとご自身の体調変化に
早めに気付けたり、診察の
際にも大変有益な情報にな
ります。心臓は一日に約10
万回も拍動しているそうで
す。私たちが眠りについて
いる間も黙々と働き続けて
いる心臓に、一日の始まり
と終わりに「今日もありが
とう」の気持ちを込める時
間にできたら
素敵ですね。

吉田加奈子
姜　　正広
藤井　郁夫
宮﨑　信彦
――

山田　清文
佐藤　仁一

編/集/後/記

リハビリテーションについてのご案内 ●午前受付時間 11：30まで　●午後は予約制

佐藤第一病院 〒879-0454 大分県宇佐市大字法鏡寺77-1　TEL 0978-32-2110　FAX 0978-33-4918
　

特定医療法人
明　徳　会発行／

12No.39  ASUKAGAWA


